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研究成果の概要（和文）： 
胃がん発生に重要な役割を持つ Helicobacter pylori CagA 蛋白に対するリン酸化型特異抗体を

作成し、ヒト血清を用いた抗体価測定系を構築した。胃未分化型癌症例においては、抗体価が

特異的に高値であることを示した。さらに、従来のペプシノゲン法を用いた血清診断において

は、PG-II 高値が重要であることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We raised an original antibody against Helicobacter pylori CagA protein (tyrosine 
phosphorylated form), and established ELISA system to evaluate the titer of anti-cagA 
antibody in each patient.  Its titer was significantly higher in patients with 
undifferentiated type gastric cancer.  As to the level of pepsinogen (PG), high PG-II 
level was characteristic in patients with undifferentiated type gastric caner. 
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１．研究開始当初の背景 

本邦において、胃癌は全癌死亡のう

ち第２位を占める臨床的に極めて重要

な疾患であり、年間の総死亡者数は約

５万人とされている。今後、胃癌に対

する重要な臨床的アプローチとしては、

その一次予防に重点が置かれるべきで

ある。胃癌一次予防としての H. pylori

除菌治療は現実的なものとなりつつあ

るが、現時点での最良の臨床的対応は、

胃癌発症高危険群を同定し、その患者

に対する重点対応（選択的除菌治療）

に集約される。胃癌のうち、壮年期癌

死亡に強く関与しているのは未分化型
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胃癌であるが、これまでマススクリー

ニングに応用できる臨床マーカーはな

い。 

 
２．研究の目的 

 抗 CagA-P抗体測定系を作製するとともに、

本測定系をマススクリーニングへ応用し、未

分化型胃癌発症高危険群同定による選択的

除菌治療に役立てることを目的とする。未分

化型胃癌のハイリスクグループを同定し、そ

れらの症例群に対して選択的な除菌治療を

行なうことにより、胃がんの一次予防、死亡

率低下を得ることを目的とする。 

 
３．研究の方法 

 ヘリコバクターピロリ由来チロシンリ

ン酸化型 CagA 蛋白(CagA-P)に対する抗体

を作成し、ヒト胃粘膜における発現を解析

する。更に、CagA-P 蛋白に対するヒト血

清抗体価測定系を確立し、未分化型胃癌症

例における抗体価を測定し、高危険度の絞

り込への有用性を評価する。さらに、従来

のペプシノゲンを用いた血清診断パネル

の有用性も併せて評価する。 

 
４．研究成果 

 胃 が ん 発 生 に 重 要 な 役 割 を 持 つ

Helicobacter pylori CagA 蛋白に対するリン

酸化型特異抗体を作成し、ヒト血清を用いた

抗体価測定系を構築した。胃未分化型癌症例

においては、抗体価が特異的に高値であるこ

とを示した。さらに、従来のペプシノゲン法

を用いた血清診断においては、PG-II 高値が

重要であることを示した。 

 これらの知見は胃がん一次予防のための

重要な知見となるが、2013 年 2 月、新たにヘ

リコバクターピロリ感染胃炎が除菌適応疾

患として追加され、全てのヘリコバクターピ

ロリ感染者が除菌対象となった。本邦におけ

る胃がん一次予防は、これまでの選択的除菌

という戦略から、網羅的な除菌へ大きく方向

変換したことになる。今後の当該研究は、そ

の国策に呼応するような方略で進めていく

ことになる。 
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26. 胃癌組織の粘液形質と胃粘膜炎症 −除

菌後発見胃癌からの考察−,第 5 回消化

管の炎症を考える会,2010,松尾泰治, 

伊藤公訓, 高田俊介, 北村正輔, 佐々

木敦紀, 北台靖彦, 田中信治, 茶山一

彰. 一般演題,東京,2010.10.30 

 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 伊藤 公訓（MASANORI ITO） 

広島大学・医歯薬保健学研究院・講師 

 研究者番号：60325206 

 
(2)研究分担者 

      （  ） 

  

研究者番号： 

  
(3)連携研究者 

   （  ） 

 

 研究者番号： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 


